
vol.18

ase Study
シェイク研修導入事例取材レポート

すべての年次に役立つ行動特性「G-PDCA」。
新入社員とOJTサポーターが共通認識を持つことにより、
現場の育成効果は格段に変わる。

事例紹介̶ for 新入社員／中堅社員

人事部　人材開発課
尾川　五宏 様

兼松
株式会社

会社プロフィール
国内7カ所海外41カ所に事業所を持つ総合
商社。明治22年創業の兼松は、2010年度に
創業120周年を迎える。自らを「実業型商
社」と位置づけ、開発・提案型のビジネスを積
極的に展開している。

実施概要
兼松に入社した新入社員46名に対し、新入
社員研修として、「社会人常識SWITCH」「セ
ルフマネジメントSWITCH」を実施。さら
に、新入社員を指導する立場となる兼松の社
員（入社2年目～20年目）に「OJTトレー
ナー研修」を実施。

　新入社員のマナー（社会人としての

意識、挨拶、言葉遣い、電話応対）や業

務への姿勢（メモを取る、まず考えて質

問する）に関して、社内より研修の充実

を求める声が多数ありました。そこで、

最低限の業務の進め方を研修により

担保し、自力で走れる基礎を固めてあ

げたいとの思いで最適なプログラムを

模索していました。

　またOJTサポーターの指導方法によっ

ては、基本がきちんと身についている新

人とそうでない新人に差があると思いま

す。教える側であるOJTサポーターも　

怒られるシーンがありました。かつて

は、怒られて成長していくという時代が

あったと思います。しかし、今は怒られ

るということ自体が新鮮で、インパクト

が大きい。

　世の中で言われている、まさに「いま

どきの新入社員」という人たちが、うち

の会社にも入ってきているのかなという

ところを見ました。印象に残った出来事

は、研修終了後も新人が講師を怖がっ

ていたことです。ロールプレイングの部

長役を演じた講師がかなり厳しかった

ようですが、配属後ではなくこの時期に

このような体験をしたことは、研修担当

としてプラスだと考えています。商社は、

自分を表現することが比較的上手な人

が多いように思いますが、その一方で、

頭ごなしに怒られた経験があったり、怒

られることに慣れていたりするような　

タイプの人はあまりいないので、この研

修はとても効果がありました。彼らの中

で、新しい気づきがあったようです。

　OJTサポーターは、新入社員がどんな

研修を受け、どんな考え方を学んでい

るかを知ることで指導面での効果が

違ってくるのではないかと思います。そ

こで、指導上の共通言語の醸成にも努

めておりました。新入社員には、G-PDCA

サイクルの重要性と有用性を理解させる

ことを前提として、社会人としての常識

が備わり、自ら考え、上司の期待値を超

えるレベルを目指す姿勢が身について

いることを狙いとしていました。また、

OJTサポーターが研修を受けることは、

単に新人の育成ということだけではなく、

OJTサポーター自身にも役に立つところ

があったと思います。例えば、G-PDCAの

考え方というのは、入社何年目になって

も基本的な軸として使えるものです。

　育成する側もされる側も、同じ共通

意識・共通言語を持っているという点

は、研修と育成現場をつなぐうえで、非

常に重要ですね。

　OJTトレーナー研修も新入社員研修

も好評でした。新入社員からは、「非常

にためになった」「これから社会人とし

てやっていく上で、今のうちに怒られて

いて良かった」と聞いています。私と同

じ人材開発課にも新人が一人配属され

てきているのですが、研修の内容を軸

に話をしているので、その中で学んだ

「期待値を超えろ」というようなことを

伝えても通じますし、彼自身もそうしよ

うとしている努力が見られます。本当に

基本動作が身につく研修だったと思い

ます。進捗、成果についてはこれからで

すが、少なくとも当課に配属された新人

の基本動作には概ね満足しています。

　OJTトレーナー研修は入社２年目

から20年目まで幅広い層が受講した

のですが、入社18年目の社員が「自分

の中での物事を整理するときに非常

に役に立った」と言っていました。ま

た、アンケートからも、「自分の仕事を

見直す良いきっかけになった」とい　

うコメントがいくつか出ていたので、そ

ういう意味でも効果はあったと思いま

す。初めはなんとなく参加している人

が多かったと思うのですが、実際に受

講してみて、なるほどと思った部分はた

くさんあったと思います。特に、年齢が

離れていますと、いまどきの新人のトレ

ンドですとか、新人が何を考えている

かよくわからない、というところがある

と思います。ですが、その辺りをレク

チャーしていただいたことは、とても役

に立ったのでしょうね。

　仕事ができる人というのは、基本が

できている人のことだ思います。実際、

うちの会社の中で、誰が仕事ができる

かということを考えたときに、無意識

にG-PDCAを実行している社員を思い

浮かべます。みんなが共通の仕事の基

本動作を知ることが、社員一人一人に

とっても会社にとっても、非常に利益に

なるような気がします。

　夢は次の100年を支えるビジネスを

つくる人材を育成し、輩出することです

ので、今後も、研修のための研修では

なく、「実践に役立つ」研修を実施して

いきたいと考えています。

新人の研修内容を共有し、同じ目線・形・

基準で教える教わるという「研修と現場

をつなぐ必要性」を感じていました。

　提案の内容として重視したポイント

は、以下の通りでした。

①厳しい指導があること

②社会人として、或いは業務を進める

考え方について原理原則の説明が

あること

③自走できる基礎（業務に取り組む姿

勢）が身につくこと

④単なる研修ではなく、ケースが多く、

業務で想定される場面を事前に経

験でき、頭ではわかっていても実際

はできない体験をさせること

シェイクの研修については、上記を網羅

し、新人に合わせるべき目線と、会社とし

て理解させなければいけない目線が整

理されている点が決め手になりました。

　基本を押さえ、実務に活かせる濃い

内容だったと思います。また担当講師

が社会人経験が豊富な方で、実践の厳

しさも体験できるものでした。

　新人ならではの研修ということもあり

ますが、研修プログラムの中で、講師に

教える側と教わる側の
ブリッジが必要である

若手にも責任ある仕事が任され、ハイパ
フォーマンスを期待される兼松。「OJT
サポーターが、新入社員の研修を理解す
ることで、現場の指導にも一貫性を持つ
ことができる」との考えから、シェイクの
研修を導入。
「お客様の期待値を超える価値提供がで
き、社員の成長欲求に応えられる組織を
つくっていきたいと思っています。」と、人
事の尾川様は話す。「研修は、現場に活か
せる実践的な内容であること」という点
を重視されている尾川様に、今回研修を
実施した経緯についてお話を伺った。

今回の研修を導入された
きっかけについて教えてください。

「本気で怒られる経験」から
新しい気づきを得る

新入社員研修は
いかがでしたか？

受講者の反応は
いかがでしたか？

尾川様の今後の抱負に
ついて教えてください。

複数のご提案の中から
シェイクの研修を選んで
いただけた理由を教えてください。

OJTトレーナー研修と
新入社員研修の連動性に
ついてはいかがでしたか？

G-PDCAは、
年次にかかわらず仕事ができる人が
基本にしている仕事の考え方

新入社員研修 ／ OJTトレーナー研修社会人常識SWITCH・
セルフマネジメントSWITCH セルフマネジメントSWITCH編

※Gとは、シェイクの定義している考え方でGOALを示し
ております。
※OJTサポーターとは、兼松様における新入社員を指導
する立場の社員を示し、OJTトレーナー研修とは、シェ
イクのOJT研修名を示しております。


